
 

 

 

 

 

 

    

                                        

「清水港客船誘致委員会へのテント寄贈」 

 

株式会社清水銀行（頭取：豊島勝一郎、「以下清水銀行」）は、当年 7 月 1 日に創立 
90 周年を迎えます。 
創立 90 周年記念行事のひとつとして、地域活性化に向け清水港客船誘致委員会（会

長：望月薫）へテントを 7 基寄贈し、本日清水港日の出埠頭にて寄贈式を開催しました。 
 

清水港は、清水港客船誘致委員会の客船誘致活動により、昨年クルーズ船が年間 38
隻寄港（本年は 70 隻程を予定）しており、今後も右肩上がりに増加する見通しです。
また、昨年 7 月には国際クルーズ拠点にも指定されたことから、地域活性化および観光
産業の発展に向けて期待が高まっています。 

 
今回寄贈したテントは、客船の寄港時に、マルシェと称される飲食店やお土産品の店舗、乗降手続きおよび観

光案内所のブースとしてご活用いただく予定であります。 
 
テントは清水港を訪れた人々に「清水港らしさ」が伝わるように製作いたしました。 
テントの天幕は、清水銀行の預金通帳やサントリーウィスキーの CＭキャラクター『アンクルトリス』でお馴

染みの柳原良平先生の絵画をモチーフとして、清水港・みなと色彩計画推進協議会会長も務める当行東惠子社外
取締役(東海大学海洋学部教授)がデザインを構成しました。 
客船から見下ろすと 7 基のテントが一望でき、港に彩りが加わることと考えています。 

 
清水銀行は昭和 3 年の創立以来、地域密着金融の具現化を目指して、「地域とともに お客さまとともに」歩ん

でまいりました。 
創立 90 周年にあたりましては「感謝を胸に 新たな未来へ」をキャッチフレーズに、来るべき 100 周年、110

周年に向けて、これまで以上に地域において「存在意義の発揮」を目指してまいります。 

以 上 
 

 
 

平成 30 年 4 月 26 日 

 株式会社清水銀行   

＜本件に関する問い合わせ先＞ 
株式会社清水銀行 経営企画部：伊藤 TEL：054-353-7895 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 


